
㈲
兼
六
会
館
蔵
の
図
面
元
兼
六
会
館
（
兼
六
園
管
理
事
務
所
）
の

職
員
で
あ
っ
た
中
村
戌
氏
が
、
兼
六
会
館
の
建
物
は
明
治
三
年
金
沢

大
手
町
の
津
田
玄
蕃
邸
を
以
て
医
学
館
と
し
た
こ
と
を
知
り
、
兼
六

会
館
が
単
に
加
賀
藩
家
老
邸
跡
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
金
沢
大
学
医

学
部
の
淵
源
で
あ
る
金
沢
医
学
館
の
遺
構
と
し
て
評
価
し
、
兼
六
園

採
勝
の
人
倉
に
医
学
館
の
図
面
を
探
し
て
供
覧
し
た
。
中
村
氏
は
既

に
退
職
し
て
お
り
、
そ
の
所
在
を
尋
ね
て
図
面
の
出
所
を
確
か
め
た

《
《
ｚ
２
⑦
昏
苛
吋
日
騨
望
》
九
巻
七
号
に
、
宗
田
一
先
生
が
「
金
沢
の
医

学
校
」
に
つ
い
て
執
筆
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
「
医
学
館
の
平
面

図
」
（
兼
六
会
館
蔵
）
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
か
ね
て
よ
り
こ

の
平
面
図
の
原
図
の
所
在
を
確
か
め
よ
う
と
心
掛
け
て
い
た
が
、
こ

の
度
の
宗
田
先
生
の
図
面
収
載
が
刺
戟
と
な
り
、
調
査
を
始
め
た
と

こ
ろ
、
原
図
の
出
所
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
報
告
す
る
。

金
沢
医
学
館
の
図
面
に
つ
い
て

寺
畑
喜
朔

と
こ
ろ
、
「
日
本
学
校
史
の
研
究
、
石
川
謙
著
、
昭
五
二
」
に
所
載

の
医
学
館
の
平
面
図
で
あ
る
と
の
教
示
を
う
け
た
。

同
書
に
は
、
図
面
は
「
金
沢
市
立
図
書
館
所
蔵
の
医
学
館
絵
図
」

と
あ
り
、
「
病
室
（
三
五
室
）
、
診
察
処
、
手
術
処
、
医
局
、
薬
局
と

い
っ
た
よ
う
な
病
院
関
係
の
施
設
が
大
幅
に
場
所
を
と
っ
て
、
学
校

と
し
て
働
く
施
設
に
は
講
堂
（
一
）
、
講
場
（
二
）
〔
以
上
本
館
〕
、
解

剖
処
、
塾
（
七
室
）
な
ど
が
用
意
さ
れ
た
ま
で
で
あ
る
」
と
説
明
し

て
い
る
。
こ
の
石
川
著
書
の
平
面
図
を
複
写
し
た
も
の
が
、
兼
六
会

館
の
図
面
で
あ
る
。

ロ
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
の
図
面
こ
の
図
面
は
同
館
所
蔵
の
加
越

能
文
庫
に
あ
る
「
前
田
家
編
輯
方
手
写
」
（
明
治
年
間
）
に
よ
る
教
育

沿
革
史
（
教
育
史
料
巻
十
）
の
「
旧
加
賀
藩
立
壮
猶
館
並
医
学
校
取

調
要
項
」
に
添
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
石
川
著
書
の
図
面
と
対
比

す
る
と
、
内
容
的
に
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
が
（
部
屋
名
称
は
石
川
著

書
で
は
活
字
印
刷
と
な
っ
て
い
る
）
、
細
部
に
つ
い
て
若
干
の
省
略
が
み

ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
石
川
の
図
面
で
は
医
学
館
最
後
方
の
教
師
休

息
処
に
併
設
し
た
「
別
診
察
処
」
が
除
外
さ
れ
、
ま
た
、
入
口
の

「
門
番
」
を
誤
っ
て
「
内
番
」
と
記
名
し
て
い
る
点
な
ど
で
あ
る
。

白
石
川
県
立
図
書
館
蔵
の
図
面
同
館
香
村
幸
作
課
長
の
検
索
努
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力
に
よ
り
、
同
館
で
「
旧
藩
学
校
沿
革
調
」
綴
が
発
見
さ
れ
た
。
こ

の
綴
の
脇
書
に
「
明
治
十
六
年
文
部
省
第
壱
号
達
二
依
り
取
調
文
部

省
二
差
出
シ
タ
ル
モ
ノ
ノ
扣
」
、
「
外
二
旧
藩
学
校
図
面
一
袋
、
家
塾

等
寺
小
屋
表
一
綴
、
附
属
一
種
、
学
務
課
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

添
付
図
面
を
市
立
図
書
館
の
も
の
と
対
比
す
る
と
、
内
容
的
に
全
く

一
致
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
虫
喰
い
と
折
込
承
の
た
め
、
複
製

は
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
市
立
図
書
館
所
蔵
の
教
育
史
料
巻

十
は
、
文
部
省
へ
提
出
の
旧
藩
学
校
沿
革
調
を
転
写
し
た
も
の
と
判

断
し
て
よ
か
ろ
う
。

四
明
治
十
六
年
文
部
省
第
壱
号
達
こ
の
達
を
検
索
す
る
と

（
法
令
全
書
、
明
治
十
六
年
二
一
、
内
閣
官
報
局
、
復
刻
昭
五
一
）
、
府
県

宛
に
文
部
省
が
二
月
五
日
付
で
「
今
般
当
省
一
一
於
テ
教
育
沿
革
史
編

纂
候
二
付
府
県
庁
及
学
校
所
蔵
ノ
旧
記
類
其
他
前
儒
ノ
私
記
古
老
ノ

ロ
碑
二
資
リ
学
制
頒
布
前
一
一
係
ル
左
記
ノ
諸
項
取
調
本
年
八
月
限
可

差
出
此
旨
相
達
候
事
」
と
通
達
し
、
「
旧
何
藩
学
制
沿
革
取
調
要
目
」
、

「
旧
何
藩
立
学
校
取
調
要
項
」
、
「
旧
何
藩
領
地
内
家
塾
（
寺
小
屋
）
取

調
要
項
」
の
三
項
に
つ
い
て
、
取
調
方
を
求
め
た
こ
と
が
判
明
し

た
。

「
旧
何
藩
立
学
校
取
調
要
項
」
で
は
、
「
学
校
名
称
」
、
「
校
舎
所
在

ノ
地
名
」
、
「
沿
革
要
領
」
、
「
教
則
」
、
「
学
科
学
規
試
験
法
及
上
諸

則
」
、
「
職
名
及
上
俸
禄
」
、
「
職
員
概
数
」
、
「
生
徒
概
数
」
、
「
束
修
謝

、
、
、
、

儀
ノ
有
無
」
、
「
学
校
経
費
」
、
「
藩
主
臨
校
」
、
「
祭
儀
」
、
「
学
校
構
造

、
、
、
、

及
上
建
物
図
面
」
、
「
学
校
ニ
テ
出
版
翻
刻
セ
シ
書
籍
目
次
及
上
蔵
書

ノ
種
類
部
数
」
等
を
取
調
項
目
に
あ
げ
て
い
る
。

石
川
県
は
「
学
校
構
造
及
建
物
図
面
」
に
つ
い
て
、
「
旧
藩
士
津

田
玄
蕃
ノ
邸
ニ
シ
テ
敷
地
〈
千
七
百
坪
余
建
物
〈
大
約
八
百
坪
ナ
リ

、
、
左
図
〈
当
時
ノ
状
況
ヲ
証
ス
ル
｜
一
足
ル
故
一
一
掲
ク
」
と
報
告
し
て
い

る
。

㈲
石
川
県
立
図
書
館
並
び
に
金
沢
市
立
図
書
館
に
所
蔵
の
医
学
館

図
面
は
、
ほ
ぼ
同
一
大
で
約
八
五
×
七
二
糎
で
あ
る
。

図
面
に
よ
る
医
学
館
の
教
場
と
病
院
の
規
模
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

あ
る
。敷

台
、
講
堂
、
講
場
⑨
、
教
員
席
、
教
師
休
息
処
、
診
察
処
、
別

診
察
処
、
手
術
処
、
医
局
、
当
番
局
、
当
直
所
、
副
直
席
、
煎
浸

処
、
司
薬
生
溜
、
事
務
局
（
分
局
）
、
解
剖
処
（
別
棟
）

病
室
（
三
七
室
、
う
ち
九
室
は
別
棟
）
、
広
い
貧
病
室
一
室
、
看
病
人

溜
、
病
人
溜
、
調
理
処
③
、
茶
処
、
食
場
、
風
呂
場
、
作
事
場

以
上
の
ほ
か
、
塾
生
室
⑦
、
門
衛
、
馬
屋
、
物
置
、
井
戸
②
、
便

205 （61）



所
⑫
等
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

部
省
に
お
い
て
、

資
料
と
い
え
る
。

文
部
省
達
第
一
号
は
全
国
的
規
模
で
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ

の
控
は
各
府
県
で
保
存
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
。
ま
た
、
文

部
省
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
が
保
存
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
一
層
貴
重
な

（
金
沢
医
科
大
学
）

昭
和
五
十
七
年
正
月
、
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
医
師
会
の
依
頼
を
受

け
て
、
私
の
同
市
に
お
け
る
医
療
史
の
調
査
と
執
筆
が
始
ま
っ
た
。

そ
れ
か
ら
三
年
有
半
が
経
過
し
た
。
そ
し
て
六
十
年
九
月
、
本
論

部
分
の
執
筆
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
。
あ
と
は
、
付
篇
に
す
る
た
め
の
若

干
の
資
料
や
統
計
の
整
理
と
年
表
の
作
成
、
そ
れ
に
挿
絵
を
選
択
す

る
仕
事
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

本
書
は
、
一
般
の
地
域
医
療
史
や
市
町
村
の
医
師
会
史
と
は
、
や

や
相
違
し
た
点
が
二
、
三
あ
る
も
の
と
自
負
し
て
い
る
。

原
始
時
代
か
ら
書
き
始
め
て
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
一
つ
で

あ
る
。原

始
の
巫
医
、
古
代
の
官
医
、
中
世
の
僧
医
と
軍
陣
外
科
、
近
世

の
儒
医
（
村
医
）
、
お
よ
び
近
現
代
の
洋
医
と
、
各
時
代
に
お
け
る
医

伊
勢
原
市
域
医
療
史
の
若
干
の
問
題
点

Ｉ
『
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
の
医
療
史
』

（
仮
題
）
の
調
査
と
執
筆
を
お
え
て
Ｉ

奥
富
敬
之
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